
  

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

          

  

   

 

1945
年
８
月
15
日 

 

８
月
15
日
正
午
、
終
戦
に
係
る
勅
語
の
放
送

(

玉
音
放
送)

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
土
浦
中

学
の
教
務
日
誌
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

一
、
午
前
五
時
半
、
空
襲
警
報
発
令
セ
ラ
レ
、 

 
 
 

九
時
解
除
。 

 

一
、
正
午
ヨ
リ
、
御
親
詔
ノ
御
放
送
ア
リ
。 

 
 
 
 
 

職
員
生
徒
謹
ン
デ
拝
聴
、
其
後
学
校
長 

 
 
 
 
 

訓
話
ア
リ
。 

 
 

一
、
午
後
一
時
半
ヨ
リ
、
職
員
常
会
。 

 

そ
の
時
の
学
校
の
様
子
を
、
当
時
本
校
英
語

科
教
諭
で
あ
っ
た
小
沢
永
次
郞(

中
33
回)

は
、

『
進
修
同
窓
会
報
』
第
26
号(

1980(

昭
和
55)

年
12

月
発
行)

に｢

終
戦
直
後
の
思
い
出｣

と
題
し
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
 
｢

午
前
中
か
ら
、
正
午
に
重
大
放
送
が
あ
る
、

と
ラ
ジ
オ
は
予
報
し
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
在

校
し
て
い
た
職
員
・
生
徒
【
１
年
生
。
２
年
生
以
上

は
第
一
海
軍
航
空
敞
な
ど
に
勤
労
動
員
中
で
あ
っ
た
。
】
は
、

玄
関
後
の
ラ
ジ
オ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
た
。

正
午
に
な
る
と
、
例
の
『
耐
ヘ
難
キ
ヲ
堪
ヘ
、

忍
ヒ
難
キ
ヲ
忍
ヒ
以
テ
万
世
ノ
爲
ニ
太
平
ヲ
開

カ
ン
ト
欲
ス
。
』
の
天
皇
の
放
送
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
我
々
と
一
緒
に
聞
い
て
い
た
校
長
は
、

不
思
議
そ
う
な
面
持
ち
で
、『
何
の
こ
と
だ
か
判

ら
な
い
。』
と
ぼ
や
い
て
校
長
室
へ
入
っ
て
行
か

れ
た
。
そ
の
直
後
ラ
ジ
オ
は
、
天
皇
放
送
の
解

説
が
あ
っ
た
の
で
、
降
伏
を
受
諾
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
誰
も
が
一
応
は
精
神
が
張
り
つ
め

て
い
た
の
で
、
こ
の
放
送
を
聞
い
て
肩
を
落
と

し
、
力
の
抜
け
た
様
子
は
否
め
な
か
っ
た
。｣

 

 

ま
た
、
第
一
海
軍
航
空
敞
に
動
員
中
で
あ
っ

た
中
45
回
高
橋
邦
男(

1945
年
３
月
、
４
年
修
了
で
繰

り
上
げ
卒
業
と
な
っ
て
い
た
が
、
動
員
は
継
続
さ
れ

て
い
た
。
飛
行
機
部
所
属)

は
、『
戦
い
の
な
か
の

青
春
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

戦
局
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
七
月
初
旬
、
零

戦
脚
部
修
理
班
は
、
工
場
疎
開
の
た
め
、
荒
川

沖
【
駅
】
東
側
の
民
家
に
、
工
場
を
移
し
て
作
業

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

駅
よ
り
近
い
た
め
、
通
勤
に
は
便
利
と
な
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
し
か
し
、
運
命
の
八
月
一
五
日
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
当
日
正
午
に
、
玉
音
放
送
が

あ
る
か
ら
、
中
庭
に
集
合
す
る
よ
う
、
指
示
が

あ
っ
た
。 

 

三
〇
人
位
い
た
工
場
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、

玉
音
放
送
を
聞
い
た
が
、
当
時
の
ラ
ジ
オ
は
雑

音
が
ひ
ど
く
、
最
後
部
に
い
た
我
々
は
、
正
直

い
っ
て
何
の
話
か
、
内
容
が
全
然
解
ら
な
か
っ

た
。『
戦
局
が
不
利
な
の
で
、
国
民
は
全
力
を
挙

げ
て
、
戦
争
に
対
処
す
べ
し
』
と
、
勝
手
に
解

釈
し
て
い
た
。 

 

た
だ
、
最
前
列
に
い
た
技
術
将
校
が
、
青
い

顔
を
し
な
が
ら
『
チ
キ
シ
ョ
ウ
！
』
と
叫
ん
だ

の
を
覚
え
て
い
る
。
や
が
て
班
長
か
ら
、
戦
争

は
負
け
て
終
わ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
実
感

が
湧
い
て
来
な
か
っ
た
。
負
け
た
と
実
感
が
湧

い
て
き
た
の
は
、
自
宅
に
帰
っ
て
、
家
族
が
泣

い
て
い
た
の
で
解
っ
た
。｣

 
 

同
じ
く
第
一
海
軍
航
空
敞
に
動
員
中
で
あ
っ

た
茨
城
県
立
麻
生
中
学
校
の
生
徒
を
引
率
し
て

来
て
い
た
教
員
の
、
隊
長(

校
長)

へ
の
報
告
日
誌

に
は
、 

 

七
月
二
九
日
在
籍
者
八
九
名
。 

 

八
月
一
五
日
(水)
【
入
廠
以
来
】
三
八
九
日 

 
 

正
午
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、

御
自
ら
御
放
送
、
時
局
収
拾
に
関
す
る
詔
書
、

拝
聴
。
皆
泣
く
。 

 

八
月
二
一
日
(火)
三
九
五
日 

一
同
涙
に
て
【
麻
生
へ
】
引
上
ぐ
。 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
再
開 

 
 

終
戦
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
学
徒
た
ち
は
動

員
先
に
通
い
ま
し
た
。 

 
｢

一
六
日
一
空
廠
【
第
一
海
軍
航
空
廠
】
内
は
落

ち
着
か
な
か
っ
た
。
午
近
く
味
方
戦
斗
機
が
低

空
で
飛
来
、
降
下
を
く
り
返
し
て
は
ガ
リ
版
刷

り
の
ビ
ラ
を
空
か
ら
散
布
し
た
。
工
員
も
学
徒

も
そ
れ
を
拾
っ
て
は
二
人
三
人
と
集
っ
て
読
み

返
し
た
。【
一
空
廠
飛
行
機
部
作
業
係
】
安
田
組
学

徒
も
こ
の
日
は
本
廠
へ
行
き
、
小
型
組
立
工
場

の
万
力
台
の
上
に
ビ
ラ
を
ひ
ろ
げ
た
。
一
五
日

午
近
く
警
戒
警
報
解
除
後
、
連
日
の
空
襲
は
忘

れ
た
様
に
止
み
、
仕
事
の
指
示
も
な
い
ま
ま
一

日
が
暮
れ
た
。｣

(

『
櫻
水
物
語
』)

 

 

学
徒
た
ち
は
、
作
業
も
な
い
の
に
通
勤
し
て

い
ま
し
た
が
、
８
月
18
日
に
女
子
学
徒
と
女
子

挺
身
隊
員
の
一
空
廠
退
廠
式
が
、
慌
た
だ
し
く

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
８
月
20
日
に
は
、
男

子
学
徒
と
女
子
工
員
の
退
廠
式
が
行
わ
れ
、
一

空
廠
に
出
動
し
て
い
た
本
校
２
年
生
以
上
の
生

徒
た
ち
も
、
式
に
臨
み
ま
し
た
。
式
後
、
土
中

生
は
第
二
工
員
宿
舎
前
で
物
資
の
特
配
を
受
け
、

一
空
廠
生
活
と
別
れ
を
告
げ
、
入
寮
者
は
実
家

へ
戻
り
ま
し
た
。 

 

翌
21
日
に
は
、
全
校
生
徒
が
登
校
。
中
庭
に

集
合
す
る
と
、
学
校
か
ら｢

２
年
生
以
上
の
動
員

生
徒
は
、
８
月
22
日
か
ら
31
日
ま
で
休
業
。
１

年
生
は
、
馬
鈴
薯
の
植
え
付
け
準
備
、
堆
肥
製

造
、
除
草
、
馬
鈴
薯
植
え
付
け
、
里
芋
堆
肥
。｣

と
の
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
資
が

不
足
し
、
と
り
わ
け
食
糧
不
足
が
、
一
番
深
刻

な
問
題
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

９
月
１
日
に
は
、
全
校
生
徒
が
登
校
し
、
始

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
年
生
で
あ
る
は
ず

の
中
45
回
生
が
、
４
年
修
了
で
繰
り
上
げ
卒
業

し
て
い
た
た
め
に
、
４
年
生(

中
46
・
47
回)

が

最
上
級
生
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
日
の
学
校
の
様
子
を
、
屋
口
正
一
は
、

｢

永
い
戦
い
と
共
に
夏
も
終
わ
っ
た
。
ほ
ぼ
半 

歳
振
り
に
母
校
へ
登
校
し
た
時
、
校
舎
周
辺
に 

は
多
数
の
防
空
壕
が
目
立
ち
、
建
舞
【
上
棟
式
】 

は
し
た
も
の
の
資
材
不
足
で
骨
組
み
だ
け
だ
っ 

た
新
講
堂
は
、
屋
根
と
応
急
の
外
壁
を
張
っ
て
、 

学
校
工
場
と
な
り
万
力
台
が
並
ん
で
ゐ
た
。
博 

物
教
室
と
物
理
教
室
と
の
間
の
控
室
も
又
工
場 

化
し
、
木
製
架
台
の
上
に
『
天
風
』(

空
冷
星
形 

三
〇
〇
馬
力)

発
動
機
数
台
が
置
か
れ
て
ゐ
た
。 

教
室
に
天
井
は
な
く
【
焼
夷
弾
が
引
っ
掛
か
り
延
焼
す 

る
虞
が
あ
る
と
し
て
、
撤
去
さ
れ
て
い
た
。
】、
坐
る
に
椅 

子
足
ら
ず
、
学
ぶ
に
本
な
し
、
の
状
態
で
あ
っ 

た
。
戦
災
校
の
青
空
教
室
に
比
べ
れ
ば
恵
ま
れ 

て
ゐ
た
が
、
教
室
の
座
席
に
坐
り
き
れ
ず
生
徒 

は
廊
下
迄
あ
ふ
れ
た
。｣
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土浦中学から土浦一高へ１ ～終戦直後の真鍋台～ 
 ８月 15日の正午、学徒たちは動員先や学校或いは自宅で、

玉音放送を拝聴し、長い戦いの日々が終わりました。今号から、

戦後の土浦中学から土浦一高への歩みを『進修百年』、屋口正

一(中 48・高１回)著『櫻水物語 戰中派の中學時代』・『続・桜

水物語 終戦直後の中学生活』・『櫻水物語(三) 土浦一高元

年』などから辿ってみます。 

引用文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

 

 

 

 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

 

1943(

昭
和
18)

年
当
時
の
校
舎
配
置
図(

左)
  

「
控
室
」
外
観
と
中
庭
に
現
存
す
る
檜
（
左
下
） 

（
い
ず
れ
も
『
櫻
水
物
語
』
よ
り)

 

 

 

 



  

 

と
記
し
て
い
ま
す
。(

『
続
・
桜
水
物
語
』)  

 
疎
開
を
し
て
来
た
生
徒
た
ち
で
生
徒
数
が
急

増
し
て
い
ま
し
た
。
９
月
25
日
現
在
、
定
員
1000
名

(

１
学
年
は
４
ク
ラ
ス
で
各
50
名)

に
対
し
て
、
全
校

生
徒
数
は
1405
名(

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
で)

に

達
し
て
い
ま
し
た
。
止
む
な
く
、
授
業
は
、
机
・

椅
子
作
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

各
家
庭
か
ら
鋸
・
金
鎚
・
鉋
の
類
を
持
参
し
、

加
え
て
、
全
校
生
徒
が
釘
を
１
人
３
本
あ
て
寄

付
す
る
形
で
持
ち
寄
り
、
桜
川
北
岸
に
あ
っ
た

木
工
場
へ
連
日
通
い
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
が

材
木
を
運
び
、
野
尻
先
生
の
指
導
で
３
年
生
が

作
り
、
出
来
た
机
と
椅
子
と
を
４
年
生
が
、
旧

国
道
６
号
経
由
で
真
鍋
坂
を
運
び
上
げ
ま
し
た
。 

 

何
と
か
机
・
椅
子
は
用
意
で
き
ま
し
た
が
、

教
科
書
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
の
進
級
時
に
１

冊
の
教
科
書
も
買
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す(

売
っ

て
な
か
っ
た
。)

。
そ
こ
で
、
授
業
は
取
り
敢
え
ず
、

前
学
年
の
教
科
書
を
使
っ
て
の
学
習
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
動
員
や
勤
労
奉
仕
で
未
修
部
分
が

残
っ
て
い
た
の
で
す
。
更
に
、
敗
戦
で
、
内
容

に
問
題
を
抱
え
た
教
科
書
へ
の
、
い
わ
ゆ
る｢

墨

塗
り｣

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
漸
く
発
行
さ
れ
た
戦

後
版
教
科
書
は
、
製
本
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

分
冊(

表
紙
と
も
32
頁)

、
印
刷
し
放
し
の
新
聞
２

頁
大
を
、
綴
じ
ず
に
折
り
畳
ん
だ
だ
け
の
も
の

で
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
す
ら
、
当
初
は
全
員

に
行
き
渡
る
数
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

不
十
分
な
が
ら
、
机
や
教
科
書
は
用
意
さ
れ

ま
し
た
が
、
完
全
な
授
業
再
開
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
教
務
日
誌
に
、 

赤
池
(注)
【
付
近
の
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
松
林
跡
の
】

開
墾
実
施
見
聞
。
開
墾
開
始
に
つ
き
生
徒
は

万
能
・
唐
鍬
・
鍬
・
シ
ャ
ベ
ル
用
意
。 

暴
風
の
た
め
開
墾
中
止
、
授
業
を
行
う
。 

 

１
・
３
年
生
午
前
中
開
墾
、
２
・
４
年
生
午

後
開
墾
。 

雨
天
の
た
め
授
業
。 

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
食
糧
増
産
の
た
め
の
開

墾
作
業
が
行
わ
れ
、
晴
耕
雨
読
の
学
校
生
活
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

10
月
に
入
る
と
漸
く
授
業
が
中
心
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
生
徒
増
は
続
い
て
い
ま
し
た(  

定

員
1000
名
に
対
し
、

1945

年
９
月
25
日
現
在
1405
名
、
翌
年

５
月
20
日
1717
名
、
同
年
９
月
９
日
1638
名
で
あ
っ
た
。)

。

こ
の
数
値
は
、
疎
開
転
入
生
で
生
徒
数
が
定
員

を
遙
か
に
超
え
た
こ
と
に
加
え
、
敗
戦
に
よ
り
、

満
州
や
朝
鮮
な
ど
の
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

た
生
徒
の
編
入
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
更
に
、

復
員
学
徒
も
転
入
し
て
き
ま
し
た
。
在
校
生
の

歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
、
勇
躍
入
校
入
隊
し
た

海
軍
兵
学
校
・
海
軍
経
理
学
校
・
陸
軍
士
官
学

校
・
陸
軍
幼
年
学
校
・
各
種
少
年
兵
学
校
に
在

籍
し
て
い
た
生
徒
の
外
、
海
軍
甲
種
予
科
練
習

生
、
乙
種
予
科
練
習
生
、
陸
軍
特
別
幹
部
候
補

生
な
ど
が
、｢

陸
海
軍
諸
学
校
在
学
者
ノ
編
入
学

ニ
関
ス
ル
件(

文
部
次
官
発
地
方
長
官
宛
通
牒
、
1945

年
９
月
５
日)

｣

に
よ
り
、
入
学
前
の
学
歴
と
修
了

年
次
に
応
じ
て
、
相
当
学
年
に
転
入
学
し
て
き

た
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
本
校
出
身
者
の
み

な
ら
ず
他
校
出
身
者
も
含
ま
れ
、
共
に
机
を
並

べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た(

編
入
生
徒
数
は
、
1943
年

95
名
、
1944
年
136
名
、
1945
年

521
名
、
1946
年
178
名
、
1947
年

47
名
で
あ
っ
た
。)

。
そ
の
た
め
、
服
装
は
、
陸

海
軍
の
軍
服
か
ら
隣
組
配
給
の
陸
軍
兵
用
上
衣

や
詰
襟
継
ぎ
接
ぎ
の
古
い
学
生
服
ま
で
、
様
々

且
つ
雑
多
で
し
た
。
帽
子
は
、
戦
中
に
は
戦
闘

帽
が
制
帽
で
し
た
が
、
終
戦
で
出
回
っ
た
海
軍

略
帽
の
錨
章
を
外
し
桜
水
章
に
代
え
た
も
の
が
、

普
及
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
格
好
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
物
資
が
出
回
り
始
め
る
と
戦
前
型

の
学
帽
に
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

      

 

      

11
月
２
日
に｢

陸
軍
現
役
将
校
配
属
令｣

が
、
５

日
に｢

陸
軍
現
役
将
校
配
属
施
行
規
程｣

が
、
そ

れ
ぞ
れ
廃
止
と
な
り
、
こ
れ
を
以
て
学
校
教
練

に
終
止
符
が
打
た
れ
、
生
徒
の
ゲ
ー
ト
ル
姿
も

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

授
業
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
麦
播
種
・

甘
藷
掘
り
・
製
炭
な
ど
の
作
業
も
行
わ
れ
、
11
月

６
日
か
ら
の
１
週
間
に
は
、
援
農
作
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
農
家
の
生
徒
は
自
家
作
業
を
、

非
農
家
生
徒
は
親
戚
そ
の
他
軍
人
家
族
の
援
農

作
業
を
、
農
家
作
業
の
な
い
生
徒
は
学
校
で
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
か
ら
翌
年

１
月
ま
で
は
、
第
一
海
軍
航
空
廠
で
の
後
始
末

の
勤
労
奉
仕
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

1945
年
暮
、
電
力
事
情
が
逼
迫
し
、
停
電
が
一

般
家
庭
に
も
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
深
刻
な
石

炭
不
足
と
連
合
軍
関
係
の
優
先
運
転
と
で
、
国

鉄
輸
送
は
危
機
に
瀕
し
、
列
車
運
行
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
ま
し
た
。
常
磐
線
ダ
イ
ヤ
も
12
月
15

日
か
ら
５
割
減
と
な
り
、
列
車
通
学
生
の
定
期

券
使
用
が
1946

年
１
月
末
ま
で
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
登
校
不
可
能
な
生
徒
は
自
宅
学
習

と
な
り
、
先
生
方
は
自
転
車
で
巡
回
出
張
し
、

生
徒
の
様
子
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
登
校
可
能

な
生
徒
は
、
真
冬
の
坂
道
・
砂
利
道
を
自
転
車

の
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
登
校
し
ま
し
た
。 

 

1946
年
３
月
25
日
、
４
年
修
了
で
卒
業
、
進
学
・

就
職
を
す
る
中
学
46
回
生
159
名
の
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
1943
年
の｢

中
等
学
校
令(

勅
令

第
36
号)

｣

・｢

高
等
女
学
校
規
程｣

に
よ
り
、
４

年
間
と
さ
れ
て
い
た
中
等
学
校
の
修
業
年
限
が
、

1946
年
２
月
23
日
の
勅
令
第
102
号
に
よ
り
、
５
年

間
に
戻
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
、
４

年
修
了
で
の
卒
業
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

５
年
生
に
進
級
し
た
同
級
生(

中
47
回
144
名)

を

は
じ
め
、
在
校
生
た
ち
は
こ
の
卒
業
式
で
、
校

歌
第
４
番
の｢
亀
城
八
百｣

を｢

亀
城
千
八
百｣

と

改
め
て
歌
い
、
46
回
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

 

３
月
29
日
、
1936(
昭
和
11)

年
９
月
25
日
か
ら

校
長
を
務
め
て
い
た
宗
光
杢
太
郎
が
、｢

勉
強
せ

よ
。
責
任
を
持
て
。
着
眼
点
を
高
く
せ
よ
。｣

と

の
最
後
の
言
葉
を
残
し
て
、
退
職
し
ま
し
た
。

後
年
、
宗
光
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
掛
け
て
の

学
校
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

戦
時
中
は
職
員
生
徒
も
戦
時
色
い
つ
ぱ
い

に
塗
り
潰
さ
れ
て
、
阿
見
に
あ
つ
た
海
軍
の
航

空
廠
に
又
は
水
戸
線
沿
線
の
福
原
等
に
交
代
し

て
徴
用
工
と
し
て
取
ら
れ
た
。
宿
泊
訓
練
や
、

教
練
等
軍
隊
の
真
似
事
を
や
り
、
又
学
校
で
は

防
空
壕
を
作
つ
て
、
空
襲
警
報
が
発
せ
ら
れ
る

と
夜
の
夜
中
で
も
学
校
へ
駆
け
付
け
、
壕
の
中

で
警
報
解
除
に
な
る
ま
で
避
難
を
続
け
、
御
真

影
を
守
護
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
片
方
、

建
築
の
建
前
だ
け
を
済
ま
せ
た
ば
か
り
の
講
堂

は
学
校
工
場
に
当
て
ら
れ
、
軍
の
お
手
伝
を
す

る
や
う
に
な
つ
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
20
月
８
月
15
日
い
よ
い
よ
終
戦
の
詔
勅

が
発
せ
ら
れ
る
と
講
堂
に
運
ば
れ
備
え
付
け
ら

れ
た
機
械
類
は
取
除
か
れ
て
、
理
屈
上
平
和
に

な
つ
た
と
は
申
す
も
の
ゝ
、
何
か
ら
ど
ん
な
風

に
始
末
を
つ
け
て
よ
い
か
全
く
手
の
つ
け
様
の

な
い
有
様
で
困
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
進
駐
軍

が
到
来
し
て
そ
の
指
図
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

か
、
進
駐
軍
は
日
本
軍
と
異
り
、
情
に
冷
た
い

と
か
、
残
酷
だ
さ
う
だ
等
噂
が
飛
来
し
た
り
し

て
、
つ
ま
ら
ぬ
心
配
を
し
た
も
の
で
し
た
。
さ

う
い
う
混
乱
状
態
の
中
で
、
教
育
は
大
切
に
続

け
ら
れ
て
い
つ
た
次
第
で
し
た
。｣

(
｢

終
戦
当
時

の
学
校
の
状
況｣

(

『
進
修
同
窓
会
報
』
第
５
号
（

1966(

昭

和
41)

年
６
月
発
行))) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

（注）
赤
池
（
木
田
余
東
池
） 

 
 

1841
（天
保
12
）年
に
、
第
10
代
土
浦
藩
主
土
屋
寅
直

（
1820
～
1895
）の
命
を
受
け
、
幕
末
の
農
政
学
者
長
嶋
尉
信

（や
す
の
ぶ
）が
、
農
村
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
殿
里
・真

鍋
・木
田
余
３
ケ
村
の
入
会
池
と
し
て
造
った
も
の
。
現
在
の

茨
城
県
南
自
動
車
学
校
付
近
か
ら
木
田
余
宝
積
寺
近
辺

ま
で
の
地
に
、
北
か
ら
一
番
上
が
殿
里
池
、
次
が
西
真
鍋
池
、

東
真
鍋
池
、
そ
の
下
に
木
田
余
の
西
池
と
東
池
、
と
５
つ
の
池

が
段
々
に
連
な
り
、
周
辺
は
松
林
（終
戦
直
後
に
は
土
中
生

が
開
墾
作
業
に
当
た
った
。
）と
な
って
い
た
。
池
の
水
は
、
滝

の
よ
う
に
下
の
田
ん
ぼ
に
落
ち
、
木
田
余
宝
積
寺
の
脇
を
流

れ
て
、
殿
里
・真
鍋
・木
田
余
の
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
。
現
在
は
、
一
番
下
の
木
田
余
東
池
を
残
す
の
み

と
な
って
い
る
。 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

海軍略帽(右)と櫻水章(下) 


